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部活動地域展開
令和7年12月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「部活動地域展開」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

最後に、部活動の地域展開についてお伺いします。

近年、子供たちを取り巻く安全対策の重要性が一層高まり、特に性犯罪や性暴力から子供を守るための仕組みづくりは、社会的な課題とし
て位置づけられています。

こうした状況を受け、国においては、２０２４年にこども性暴力防止法（通称）日本版ＤＢＳ制度が成立し、今後、教育、保育、学習支援
等、子供に関わる事業者に対し、一定の性犯罪の確認を行う仕組みが制度化される見通しとなっています。

この制度は、学校設置者等の公的機関だけでなく、認定を受けた民間事業者にも対象が拡大する可能性が示されており、地域社会全体で子
供の安全を確保する枠組みへと進もうとしています。

一方、教育現場において、教員の働き方改革や子供たちの学習機会の充実を目的として、従来学校が中心的に担ってきた部活動について、
外部指導者や地域団体が担い手となる部活動地域移行が進められ、さらに現在では、地域の団体や民間事業者、競技団体等と連携し、子供
が学校外でも継続して活動できる仕組みづくりを目指す地域展開へと政策が発展しつつあります。これは、単に学校の負担軽減にとどまら
ず、地域全体で子供の文化、スポーツ環境を支えるための社会的転換とも言えます。

部活動の地域展開については、１２月中に国から新たなガイドラインが示される予定となっており、政府も地域展開を加速することが明言
されました。しかしながら、中山間地域が多い日田市では、生徒の移動、指導者の確保、活動数の確保に構造的な制約があります。全国的
にも部活動の地域展開では、指導者の確保、移動手段、選択肢を広げる等の新たな価値の創出などが課題として挙げられています。

令和７年３月議会において質問したところですが、その後の状況を含めて、改めて改革実行期間終了時の２０３１年度を見据え、日田市に
おける進捗状況や今後の計画についてお伺いします。

また、こういった社会状況と制度動向を踏まえると、今後、本市において部活動地域展開に関わる指導者、団体の登録や確認手続と日本版
ＤＢＳ制度の導入に伴う紹介、管理事務を個別に進めるのではなく、安全性の担保と事務負担の軽減を両立する一元的な登録確認、運用体
制を検討することが重要であると考えます。

適切な指導の実施体制を確保するため、日本版ＤＢＳの地域クラブへの導入についての市の考えを伺います。

以上、壇上での質問を終えます。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［登壇］

私からは、部活動の地域展開についてのうち、日本版ＤＢＳの地域クラブへの適用に関する市の考えについてお答えします。

部活動の地域展開は、生徒たちのスポーツ、文化芸術活動の機会を将来にわたって確保するとともに、持続可能な活動体制を構築する上で
喫緊の課題であると認識しております。このため、その受皿となる地域クラブ活動の充実は極めて重要であると考えております。

日本版ＤＢＳにつきましては、議員御案内のとおり、こども性暴力防止法、正式名称、学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童
対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律に基づく制度であり、子供と関わる仕事に従事する者の性犯罪歴を確認することができる
仕組みでございます。

これにより子供の安全を確保し、性犯罪から守ることを目的としており、利用者及び保護者の安心感にもつながるものと認識しております。

この制度は、学校や認可保育所などにおきましては、従事者の性犯罪歴の確認が義務づけられる一方で、スポーツクラブなどの民間の事業
者につきましては、同法に基づき、国の認定を受ければ、制度を利用して性犯罪歴の確認ができるようになります。

なお、制度の施行日は、令和８年１２月２５日とされております。

スポーツ庁及び文化庁におきましては、部活動の地域展開の推進のため、本年１２月の公表に向け、部活動改革及び地域クラブ活動の推進
等に関する総合的なガイドラインの策定作業が進められております。

本年１０月に示されたガイドラインの骨子案におきましては、地域クラブの認定要件として、適切な指導の実施体制が確保されていること
とされ、その具体的内容として、日本版ＤＢＳの活用を含めた不適切行為の防止徹底等が明記されているところでございます。



一般質問｜議事録 令和7年12月定例会

正式会議録からのテーマ別抜粋 2

市といたしましても、部活動の円滑な地域展開を進める上で、子供の安全安心を最優先に考えることは当然の責務であると考えており、そ
の観点から、日本版ＤＢＳは地域クラブにおける適正な指導者等を確認する重要な仕組みの一つであると受け止めております。

今後、公表される国の新たなガイドラインの内容を十分見極めた上で、日本版ＤＢＳの仕組みが導入される際には、受皿となる地域クラブ
に対し、この制度の活用を積極的に促すことや、必要に応じて市が認定する際の要件に位置づけることも視野に入れながら、地域全体とし
て適切に運用できるよう関係機関と連携し、具体的な仕組みを検討してまいりたいと考えております。

子供たちが、安全かつ安心してスポーツや文化芸術活動に取り組める環境づくりに、市として主体的に取り組んでまいります。

私からは以上でございます。

○教育次長（衣笠雄司） ［登壇］

続きまして、部活動の地域展開についてお答えをいたします。

議員御案内のとおり、国は急激な少子化が進む中でも、将来にわたって生徒が継続的にスポーツ文化芸術活動に親しむ機会を確保、充実さ
せるため、学校単位で部活動として行われてきたスポーツ文化芸術活動を地域全体で関係者が連携して支える部活動の地域展開を進める方
針を示しております。

この方針の下、地域展開によって部活動が担ってきた教育的意義を継承、発展させるためにつくられる認定地域クラブや、現在も活動して
いるいわゆるクラブチームと言われる地域スポーツ団体、文化芸術団体の教室などの中から、生徒は興味関心に応じて参加していくことと
なります。

また、国の有識者会議である地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議による最終取りまとめでは、令和５年度から令和
７年度までの改革推進期間を終え、令和８年度から令和１３年度までを改革実行期間とし、休日については、令和１３年度末までに、原則
全ての学校部活動において地域展開を実現すること、さらに地域の実情を踏まえつつ、できる限り前倒しで実現することを求めております。

そこで、まず本市における部活動地域展開についての進捗状況でございますが、学校、各スポーツ団体、社会教育団体等と協議を行いなが
ら、少しずつ準備を進めているところでございます。

具体的に幾つか事例を申し上げますと、今年度、文化芸術団体、スポーツ団体、高等学校に対し、部活動地域展開の受皿となり得るか、指
導者の派遣が可能かなどのアンケート調査を実施いたしました。

また、柔道競技において、令和６年度から合同活動形式で休日における運動機会確保の場づくりと、それに係る指導者の人数、費用、課題
等を検証する試験的な取組を実施しております。令和７年度には柔道に加え、団体競技である野球やサッカーにおいて月に一、二回程度の
合同活動を実施し、課題の検証を行うこととしており、現在、学校や指導者と調整を行っているところでございます。

さらに複数の競技連盟、協会から地域展開に関する相談を受け、受皿となる認定地域クラブの立ち上げに向けて、市の職員が団体の会合に
出席し、地域展開についての説明や協議を行ってまいりました。その結果、一部の種目では、学校と競技連盟、協会が協力して、休日の部
活動を地域で実施する準備が進んでおります。

一方、各学校が実施する部活動の大きな目標の一つである中体連においても、種目によって参加条件が緩和され、本市ではバドミントン、
バレーボール、空手道、陸上競技に学校単位ではなく、クラブチームとして出場しており、既存の地域スポーツ団体が受皿となることも増
えてきております。

このように、種目や地域の実情に応じて、できるところから少しずつ休日における地域展開を進めているところでございます。

次に、本市における部活動の地域展開のスケジュールについてでございますが、先ほど御答弁申し上げました国の方針に加え、県が示した
令和７年度末までに休日部活動の地域展開を目指すという方針も踏まえまして、本市においても、できる限り早い時期に休日部活動の地域
展開の実現を目指してまいります。また、平日につきましても、新しく示される国や県の方針や他市町村の情報にも注視しながら適切に進
めてまいりたいと考えております。

最後に、将来的に平日の部活動も地域展開された場合のイメージでございますが、希望する生徒が、地域展開によって新たにつくられる認
定地域クラブや、現在も活動している地域スポーツ団体、文化芸術団体の教室などから選択して参加していくこととなります。

なお、本市における認定地域クラブの形態としましては、競技連盟、協会が運営母体となる形、現在の地域スポーツ団体、文化芸術団体が
地域クラブとして受皿となる形、スポーツ少年団等の小学生を対象としていた団体が中学生も受け入れる形、保護者会や地域が運営する形
などが想定されます。

部活動の地域展開につきましては、費用負担の在り方、地域によっては移動にも時間を要すること、指導者の確保が難しいことなど課題が
多くございます。

今後も関係団体等との協議を重ね、生徒や保護者、学校、地域に混乱を生じさせないように留意しながら、本市の実情に応じた地域展開を
行ってまいりたいと考えております。

私から以上でございます。
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○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

続いて、部活動地域展開について質問いたします。

先ほど答弁でありましたが、日本版ＤＢＳ、来年度から施行されるんですが、認知が薄い状況で、先ほど主体的に進めていただくというふ
うな御答弁いただいたんですけれども、子供が安心して通える環境づくりのためには、より多くの団体、事業者が登録するほうが望ましく、
それを推進する仕組みが必要だと考えますが、また具体的なことが話されていたらお教えください。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

日本版ＤＢＳを推進する仕組みについてでございますが、登録手続が煩雑ですと、地域クラブとして新たに活動を始めようとする団体や子
供たちのために協力したいと考えておられる地域の方々にとって、参入の障壁となりかねないという懸念があるものと認識をいたしており
ます。

市といたしましても、子供の安全を守るための仕組みを充実させることと、地域の多様な受皿を確保し、継続的に活動していただくことの
両立が重要であると考えております。

このため、日本版ＤＢＳ制度そのものにつきましては、国における制度設計や運用の動向を注視しつつ、制度の趣旨や必要性、登録の流れ
などについて、関係部局と連携しながら、認定地域クラブの担い手候補となる団体や事業者の皆様に対し、分かりやすく情報提供を行って
まいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

先ほど認定地域クラブという単語が出たんですけど、地域移行から地域展開と名称変更の経緯として、単なる移行ではなく、地域全体で部
活動を支え、生徒が多様な活動を継続し親しむ機会を確保し、地域文化の発展につなげることとしています。その上で、これまで扱ってな
かった活動、各ｅスポーツなどを含め、新しい選択肢を広げる考えがあるのかお伺いいたします。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

選択肢を広げる考えについてでございますが、部活動の地域展開におきましては、従来の学校部活動をそのまま地域に移すだけではなく、
地域全体でこれを支え、生徒一人一人のニーズに応じた多種多様な体験機会を保障していくことが重要であると認識しているところでござ
います。

この観点から、現在の学校部活動では実施していない種目も含めて、生徒の幅広い選択が可能となるよう、新たな種目の地域クラブにつき
ましても認定の対象とすることを想定しているところでございます。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

認定となるとその基準等々が難しいのかなと思います。例えば既存のスポーツクラブであれば実績などを見ることができると思うんですけ
れども、先ほど私が言った、日本版ＤＢＳなどをその登録の基準などにされると、新規参入されるクラブ等々はいいのではないかと個人で
思うところです。

また、選択肢を確保する観点から、団体にも歩み寄って、指導者の確保など適切な支援をする必要があります。例えば宗像市では、コーチ
陣への謝金の補助、コーチ資格の助成、独自大会の開催の補助、立ち上げ時の消耗の補助などをしています。調査、研究し、反映していた
だきたいと思いますが、市の見解をお示しください。

○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

情報提供ありがとうございます。宗像市の事例を含めまして先進事例を調査、研究しながら、また、関係者の意見等を伺いながら総合的に
検討してまいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［再質問］

国の動向によって変化すると思いますが、使う側、保護者側の視点として、認定地域クラブの登録データなどを活用し、データベースをつ
くって登録された情報を可視化し、安心の担保、活動の内容や目的をカタログ化して、子供が目的別に選べる仕組みなどをつくることも必
要だと考えますが、市の見解をお示しください。
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○文化スポーツ観光部長（瀬口英隆） ［答弁］

認定地域クラブの登録データの活用につきましては、安心安全の確保はもとより、多様な体験、幅広い選択を実質化していく上で重要な視
点であると認識しております。

子供や保護者の皆様から見てどのようなクラブがあり、それぞれがどのような目的や特徴を持つ活動なのか。行政や学校が分かりやすくお
示ししていくことが重要であると考えているところでございます。

具体的には認定地域クラブごとに活動場所、曜日、時間帯、会費等の費用負担の状況、活動内容や目的などの情報を整理し、一目で分かる
形にすることにより、子供が自らの興味、関心や将来の希望に応じて選択できるようになることが考えられます。

こうした観点から、クラブごとの活動目的や内容を分かりやすく整理し、子供や保護者の皆様にお伝えするための資料の作成や情報発信の
在り方について検討を進めてまいりたいと考えております。その中で議員からいただきましたカタログという御提案も十分参考とさせてい
ただきまして、分かりやすい情報発信に努めてまいりたいと考えております。

○１０番（崎尾亮介） ［要望］

ぜひよろしくお願いいたします。


